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News Release
２０１１年6 月9 日 

東レ株式会社 

 

ＰＰＳ樹脂“トレリナ”の生産能力増強を決定 

５,０００トン増設 ２０１３年１月稼働開始 

 

東レ㈱（本社：東京都中央区、社長： 日覺 昭、以下「東レ」）はこのたび、ＰＰＳ（ポリフェニレンサルファイド） 

樹脂“トレリナ”の生産能力増強を決定しました。当社東海工場（愛知県東海市）に年産５,０００トンの生産設備を  

増設し、２０１３年１月の稼働開始を目指します。これにより東海工場のＰＰＳ樹脂生産能力は、年産１９,０００トンまで 

拡大します。なお当社は、ＰＰＳ樹脂の需要拡大に対応するため、引き続き次期増設の計画検討に着手します。 

 

ＰＰＳ樹脂は、耐熱性や耐薬品性、機械的強度、難燃性等に優れた“スーパーエンプラ”で、自動車の電装部品

や電気・電子機器、ＯＡ機器、住設関連部品等に使用され、採用領域が拡大しています。ＰＰＳ樹脂コンパウンドの

世界需要は約７５,０００トン（２０１０年）と推定され、今後も年7％以上の高成長が見込まれています。 

 

東レはＰＰＳ樹脂事業の拡大に向けて、増産による安定供給体制を構築し、環境対応製品、省エネ対応製品向

けを中心に新規用途開拓を推進していきます。自動車分野では、ＨＥＶ・ＥＶ化に伴うインバータやモーター用途

をはじめとして、軽量化やカーエレクトロニクス化対応電子部品での需要拡大が見込まれます。電気･電子機器や

住設分野では、パソコンの機構部品や筐体、コンデンサ部品、給湯器バルブ等に用途拡大が進んでいます。 

 

今回の年産５,０００トンの増設プロセスでは、従来比６０％のポリマー低ガス化技術を適用しました。この低ガスポ

リマーを原料とするコンパウンドは、成形時に発生する金型付着物を低減することにより、お客様には金型メンテナ

ンス負担軽減と生産性向上効果を享受いただけるものと考えています。また、合わせて当社独自のポリマーアロイ

技術や低ハロゲン化技術、炭素繊維強化技術などを駆使して新規グレードの開発を進めるとともに、中国を中心と

する海外でのコンパウンド拠点をさらに拡充し、グローバルな拡販体制の強化を図ります。 

 

東レはＰＰＳを樹脂コンパウンドの他に、フィルムや繊維分野にも展開する総合ＰＰＳメーカーであり、世界ナンバ

ーワンの事業規模を誇ります。今回の増設により樹脂コンパウンド分野で今後の需要増が期待される高機能・環境

対応製品への用途展開を推進し、世界ナンバーワンのポジションを一層強化していきます。 

 

東レは今年、新しい長期経営ビジョン“ＡＰ－Ｇｒｏｗｔｈ ＴＯＲＡＹ ２０２０”を策定し、その最初の３年間に実行す

る中期経営課題としてこの４月から“プロジェクト ＡＰ－Ｇ ２０１３”をスタートさせました。この中期経営課題では、

「情報・通信・エレクトロニクス」、「自動車・航空機」など成長分野での事業拡大を基本戦略の一つに掲げ、先端材

料の更なる拡大を推進します。東レは、ＰＰＳとＬＣＰの両スーパーエンプラを樹脂事業における先端材料の主要な

柱として位置づけ、事業のさらなる拡大を図ってまいります。 
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